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町
民
の
念
願
で
あ
っ
た
運
動
公
園
が
、

関
係
各
位
の
ご
協
力
の
も
と
に
、
緑
豊

か
な
平
地
林
に
囲
ま
れ
た
町
の
中
心
部

に
完
成
い
た
し
ま
し
た
。
周
辺
に
は
町

役
場
、
中
学
校
、
幼
稚
園
、
保
育
所
が

あ
り
環
境
の
良
い
所
で
す
。

　
五
月
晴
れ
の
、
去
る
五
月
八
日
午
前

十
時
か
ら
、
オ
ー
プ
ン
記
念
式
典
が
挙

行
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
に
は
、
町
長
、
議
長
さ
ん
を
始

　
欝

め
、
区
長
さ
ん
や
関
係
者
多
数
の
ご
出

席
を
い
た
だ
き
盛
大
に
行
な
わ
れ
ま
し

た
。
町
民
の
ス
ポ
ー
ッ
向
上
と
相
互
の

親
睦
を
深
め
る
場
と
し
て
、
活
用
さ
れ

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
な
お
利
用
に
つ
い
て
は
、
後
日
お
し

ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
運
動
公
園
の
概
要
は
、
面
積
二
・
九

ヘ
ク
タ
ー
ル
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
3
面
（
サ

ッ
カ
i
場
併
用
）
。

㍉熱

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
試
合

　
運
動
公
園
の
完
成
を
祝
い
、
こ
け
ら

落
し
と
し
て
、
町
議
会
議
員
チ
ー
ム
対

江
南
レ
デ
ィ
ー
ス
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の

初
試
合
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
リ
ー
ド
さ
れ
て
い
た
、
江
南
レ
デ
ィ

ー
ス
チ
ー
ム
は
、
最
終
回
適
時
打
が
出

て
、
逆
転
し
僅
少
差
で
勝
ち
ま
し
た
。

し
○

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一陶“一一一一一一一一一一一一一一一一一一一脚一楠一一嚇隅噌噌rり一一一一一一「

ロ
　
セ
　
ロ
　
ド
　
ロ
　
し
　
ロ
コ
　
ド
　
し
　
ド
　
ド
　
ド
　
　
　
ド
　
ロ
　
ロ
　
し
　
コ
　
し
　
し
　
ロ
　
ロ
　
ロ
　
ロ
コ
　
ロ
　
ロ
し
　
し
　
ド
　
ロ
コ
　
ド
　
ロ
　
ロ
　
ド
　
コ
　
ロ
　
ド
　
し
　
ま
　
ロ
　
び

農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
　
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
新
田
地
区
に
完
成
　
…

I
l
ー
ー
置
ー
I
I
I
I
l
置
ー
1
覇
ー
ー
ー
i
監
I
I
I
l
I
l
I
I
I
I
I
I
監
臨
ー
I
I
I
塵
－
暉
匿
匪
L

　
国
庫
補
助
事
業
（
農
林
水
産
省
）
と
　
　
　
供
用
開
始
に
な
る
と
、
は
え
や
蚊
も

し
て
、
農
業
集
落
に
お
け
る
生
産
、
生
　
　
減
り
、
住
み
よ
い
町
づ
く
り
の
一
端
と

活
環
境
整
備
を
推
進
す
る
た
め
「
農
村
　
　
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

総
合
整
備
モ
デ
ル
事
業
」
が
設
け
ら
れ
、

江
南
町
で
は
、
昭
和
五
十
七
年
度

に
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　
計
画
地
区
は
、
三
地
区
で
そ
の

う
ち
の
一
地
区
上
新
田
地
区
は
、

昭
和
五
十
八
年
度
に
設
計
さ
れ
、

五
十
九
年
度
、
六
十
年
度
で
管
路

埋
設
工
事
が
施
工
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
次
の
よ
う
な
処
理
施

設
が
こ
の
程
、
完
成
に
至
り
ま
し

た
。
　
処
理
施
設
の
規
模
は

一
、
処
理
計
画
人
口
　
三
百
三
十

　
　
人

一
、
処
理
対
象
汚
水
　
し
尿
、
家

　
　
庭
雑
排
水

一
、
処
理
水
量
　
一
人
一
日
平
均

　
二
百
四
十
リ
ッ
ト
ル

　
構
造
　
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
篶
き

造
・
昭
和
五
＋
五
年
建
設
省
難

　
告
示
　
一
二
九
二
号
第
三
の

　
第
二

　
i
ル
管
、
口
径
百
五
十
、
、
・
リ
嚢
固
、

　
メ
ー
ト
ル
、
延
長
二
四
六
五
獅
、

メ
ー
ト
ル
　
　
　
麟

、
》
し

　
　
　
　
ノ

、

、
管
路
施
設
．
硬
質
塩
化
ビ
ニ
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（

就
任
あ
い
さ
つ

野

樋
多

　
ま
長育教

．
井

　
慨
細

　
緑
滴
る
五
月
の
候
と
な
り
ま
し
た
。

町
民
の
皆
々
様
に
は
、
益
々
ご
健
勝
の

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
不
肖

私
、
こ
の
度
は
か
ら
ず
も
教
育
長
と
し

て
、
議
会
の
同
意
を
い
た
だ
き
、
教
育
委

員
会
の
選
任
を
得
て
、
江
南
町
教
育
委

員
会
教
育
長
に
四
月
一
日
付
を
も
ち
ま

し
て
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
さ
て
臨
教
審

の
第
二
次
答
申
に
よ
り
ま
す
と
、
二
十

（

一
世
紀
に
向
け
て
の
教
育
の
基
本
的
な

在
り
方
・
教
育
の
活
性
化
と
そ
の
信
頼

を
高
め
る
た
め
の
改
革
・
時
代
の
変
化

に
対
応
す
る
た
め
の
改
革
・
教
育
行
財

政
の
基
本
方
向
・
初
任
者
研
修
制
度
、

生
涯
学
習
の
推
進
等
々
…
の
骨
子
が
論

ぜ
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
家
庭
・
学
校
・
社
会
を
通
じ
る
教
育

改
革
の
諸
課
題
に
つ
い
て
、
総
合
的
、

基
本
的
な
改
革
の
提
言
の
よ
う
に
感
じ

ま
す
。
新
し
い
任
務
は
、
浅
学
菲
才
の
私

に
は
身
に
余
る
重
責
で
は
ご
ざ
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

が
、
ご
期
待
に
そ
う
べ
く
精
い
っ
ぱ
い

努
力
し
、
職
責
を
全
う
す
る
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
ご
指

導
、
ご
鞭
燵
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　　雀■

　前教育長
こ　　じま　ひろ　かず

小島孫一

　
私
は
昭
和
三
十
八
年
三
月
よ
り
、
教

育
長
を
勤
め
さ
せ
て
戴
き
ま
し
た
が
、

去
る
三
月
三
十
一
日
を
以
て
退
職
い
た

し
ま
し
た
。
在
職
中
は
公
私
と
も
大
変

お
世
話
様
に
な
り
ま
し
た
。
私
の
様
な

未
熟
者
が
二
十
三
年
と
云
う
長
い
間
、

勤
め
る
事
が
出
来
た
の
は
実
に
、
皆
様

方
の
暖
か
い
ご
指
導
ご
支
援
が
あ
っ
た

か
ら
で
あ
り
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
幸
い
皆
様
の
教
育
に
対
す
る
、

深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
が
あ
り
ま
し
た

の
で
、
私
も
充
実
し
た
日
を
送
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
今
後
は
一
町
民
と
し

て
、
今
ま
で
の
経
験
を
活
か
し
、
第
二

の
人
生
を
楽
し
く
有
意
義
に
過
ご
し
た

い
と
存
じ
ま
す
。
変
ら
ぬ
ご
指
導
ご
鞭

縫
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
最
後
に
、
江
南
町
の
益
々
の
ご
発
展

と
、
皆
様
方
の
ご
多
幸
を
祈
念
申
し
上

げ
、
退
職
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

退
任
あ
い
さ
つ

夢　、
攣

ら

へ

松
本
さ
ん
に
文
化
と
も
し
び
賞

　
御
正
新
田
の
松
本
明
宜
さ
ん
は
、
二

月
十
五
日
「
埼
玉
文
化
と
も
し
び
瀞
貝
」

を
受
賞
し
ま
し
た
。
松
本
さ
ん
の
作
品

は
富
士
山
を
テ
ー
マ
に
し
た
も
の
に
定

評
が
あ
り
、
町
の
成
人
式
の
記
念
写
真

を
十
八
年
間
撮
り
続
け
て
い
る
ほ
か
、

「
広
報
こ
う
な
ん
」
を
は

じ
め
町
の
広
報
印
刷
物
に

も
写
真
を
し
ば
し
ば
提
供

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
受
賞
理
由
は
、

卓
抜
し
た
写
真
撮
影
及
び

現
像
、
焼
付
技
術
を
駆
使

し
て
、
町
行
政
の
各
分
野

に
わ
た
っ
て
協
力
す
る
と

と
も
に
、
作
品
を
寄
贈
す

る
な
ど
、
町
民
へ
の
写
真

文
化
の
振
興
と
普
及
に
貢
献
し
た
こ
と

に
よ
り
ま
す
。

　
現
在
、
県
主
催
の
写
真
公
募
の
審
査

員
、
埼
玉
県
美
術
家
協
会
会
員
、
埼
玉

写
壇
常
任
委
員
と
し
て
会
員
の
指
導
に

あ
た
ら
れ
て
い
ま
す
。

入
学
式
か
ら
早
く
も
一
ヶ
月
が
た
と
う
と
し
て

い
ま
す
。

ど
の
顔
を
見
て
も
授
業
に
な
れ
た
よ
う
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
南
小
に
て
）

北
小
入
学
式

鎮
．
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溺を

　
六
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
の
一
週
間

全
国
一
斉
に
第
二
十
八
回
水
道
週
間
が

実
施
さ
れ
ま
す
。
本
町
に
水
道
事
業
が
始

ま
っ
て
早
二
十
四
年
に
な
ろ
う
と
し
て

い
ま
す
。
こ
の
間
に
水
道
も
目
覚
ま
し

く
普
及
し
、
い
ま
や
水
道
は
、
町
民
の

健
康
で
文
化
的
な
日
常
生
活
を
支
え
る

螺望。㎜1ε霧縄
　　　　　　　　●●

日～7日

最
も
重
要
な
施
設
の
一
つ
で
あ
り
、
社

会
的
、
経
済
的
な
諸
活
動
を
支
え
る
上

で
不
可
欠
な
施
設
と
な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
近
年
に
な
り
、
水
道
を
取

り
巻
く
状
況
の
変
化
に
は
極
め
て
厳
し

い
も
の
が
あ
り
、
水
需
要
の
増
大
に
対

応
で
き
る
水
源
確
保
を
図
り
、
渇
水
時

人
権
擁
護

　
　
　
　
　
委
員
の
日

．
　
6
月
－
日

　
　
　
　
　
　
六
月
一
日
は
、
人
権
擁
護
委
員
法
が

）　
　
　
　
　
施
行
さ
れ
た
日
で
す
。
昭
和
二
十
四
年

　
　
　
　
　
六
月
一
日
に
人
権
擁
護
委
員
法
が
施
行

　
　
　
　
　
さ
れ
、
国
民
の
基
本
的
人
権
を
擁
護
し

　
　
　
　
　
見
守
る
、
い
わ
ば
民
間
人
に
よ
る
人
権

　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
』
V

や
災
害
時
に
お
け
る
給
水
確
保
体
制
の

確
立
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
と
き
に
あ
た
り
、
水
道

に
つ
い
て
、
町
民
の
理
解
と
関
心
を
高

め
、
も
っ
て
公
衆
衛
生
の
向
上
と
生
活

環
境
の
改
善
を
図
り
、
併
せ
て
水
道
事

業
の
今
後
の
発
展
に
資
す
る
た
め
、
水

道
週
間
を
設
け
広
報
活
動
等
を
実
施
す

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
週
問
を
契
機
と
し
て
、
本
町
で

は
特
に
次
の
三
点
に
つ
い
て
、
協
力
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

一
、
大
切
な
水
を
じ
ょ
う
ず
に
使
い
ま

　
し
ょ
う
。

二
、
水
も
れ
を
発
見
し
た
ら
ご
連
絡
し

　
て
く
だ
さ
い
（
役
場
内
線
三
二
）

三
、
水
道
工
事
は
町
内
指
定
工
事
店
で

　
お
願
い
し
ま
す
。

き嚢

の
番
人
の
機
関
が
誕
生
し
た
の
で
す
。

　
こ
れ
が
人
権
擁
護
委
員
制
度
の
始
ま

り
で
す
。

　
全
国
の
人
権
擁
護
委
員
は
、
六
月
一

日
を
「
人
権
擁
護
の
日
」
と
定
め
、
こ

の
日
を
中
心
と
し
て
皆
さ
ん
と
と
も
に

一
層
の
人
権
思
想
の
啓
発
に
努
め
る
こ

と
を
申
し
合
せ
て
お
り
ま
す
。

．
江
南
町
で
は
町
長
か
ら
推
薦
さ
れ
て

法
務
大
臣
が
委
嘱
し
た
次
の
方
が
人
権

擁
護
委
員
で
す
。

　
　
柴
　
　
芳
　
夫
さ
ん

住
所
　
江
南
町
大
字
柴
一
五
三
番
地

埼
玉
県
内
で
、
ミ
ニ
バ
イ
ク
運
転
中

の
交
通
事
故
に
よ
り
、
死
亡
し
た
方
は
、

　　　　　　　　　　　　　　　（頭）

議蒸＼．鳳瀞拝
（手のにぎり方）　　　　　　　力を抜きます。

雛鰯，…、…菱鐵総，

三
月
末
日
現
在
十
二
名
で
、
こ
れ
は
、

昨
年
と
同
じ
時
期
に
比
べ
て
七
名
も
増

え
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
事
故
の
原
因
を
調
べ
て
み

ま
す
と
、
ほ
と
ん
ど
が
、

●
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ

　
　
　
●
飲
酒
運
転

（足）　　／　　（ひざ）￥

つま先は前方にま　　内側に向け、燃料タンクがあるもの

っすぐにします・　　は、タンクをかるくしめるようにしま凱

　どこがいいのか、目はどこを見るか、ひじや

　ひざの力の入れかたは……など、注意する点

　はたくさんあります。図で示した点をもう一

　度確認して安全運転を心がけましょう。

正
し
い
姿
勢
で
安
全
運
転

●
交
差
点
の
一
時
不
停
止

●
合
図
不
履
行

な
ど
で
、
ミ
ニ
バ
イ
ク
を
運
転

し
た
方
の
交
通
ル
ー
ル
の
無
視

に
よ
っ
て
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
ミ
ニ
バ
イ
ク
が
関
係
し
た
交

通
事
故
は
、
必
ず
運
転
者
が
怪

我
を
し
ま
す
。

　
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
正
し
く
着
用

し
、
交
通
ル
ー
ル
を
守
っ
て
、

正
し
い
姿
勢
で
運
転
し
ま
し
ょ

う
。

　
　
六
月
は

　
児
童
手
当
ま
た
は
特
別
給
付
を
受
け

て
い
る
方
は
、
六
月
一
日
か
ら
六
月
三

十
日
ま
で
の
問
に
「
現
況
届
」
を
提
出

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
現
在
、
支
給
を
受
け
て
い
る

方
の
前
年
の
所
得
、
養
育
の
状
況
な
ど
，

を
届
け
て
も
ら
う
も
の
で
す
。

　
こ
の
届
け
出
は
、
引
き
続
き
手
当
を

　
　
　
、
）
監
）

「
現
況
届
」
　
　
の
提
出
期
間
一

受
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
を
決
b
る
大
切

な
も
の
で
す
。

　
引
き
続
き
受
け
ら
れ
る
資
格
が
あ
っ

て
も
「
現
況
届
」
を
提
出
し
な
い
と
、

六
月
分
か
ら
の
手
当
を
受
給
で
き
な
く

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
住
民
課
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
　
　
内
線
　
二
十
四
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（、

雛
墾

　
　
　
　
　
グ
し
ぺ

○
（

小
犬
等
の
収
集

1
5
月
2
7
日
－

　
次
の
と
お
り
小
犬
、
不
用
犬
の
収
集

を
実
施
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
実
施
日
…
…
五
月
二
十
七
日
（
火
）

■
時
間
と
場
所
（
時
間
は
午
前
）

●
九
時
三
十
分
～
四
十
分

　
　
大
坂
農
業
教
育
セ
ン
タ
i
入
口

●
九
時
四
十
五
分
～
五
十
五
分

　
　
静
簡
院
入
口

●
十
時
五
分
～
十
五
分

　
　
野
原
青
木
仲
吉
さ
ん
宅
裏

募
集
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

　
埼
玉
県
で
は
、
発
展
途
上
国
か
ら
研
修

員
を
受
け
入
れ
、
技
術
の
研
修
を
行
う
と

と
も
に
、
県
民
と
の
交
流
を
通
し
て
、
友

好
親
善
関
係
の
増
進
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
本
年
度
の
研
修
員
に
つ
い

て
、
八
月
か
ら
来
年
3
月
ま
で
、
宿
泊

　
江
南
町
の
皆
様
こ
ん
に
ち
は
、
四
月

一
日
よ
り
県
か
ら
、
派
遣
で
ま
い
り
ま

し
た
保
健
婦
の
関
口
千
代
子
で
す
。

　赴任い

た
し
ま
し
て
、
早
一
カ
月
余

り
過
ぎ
ま
し
た
が
江
南
町
は
、
自
然
に

恵
ま
れ
た
人
情
の
厚
い
土
地
で
あ
り
、
こ

●
十
時
二
十
五
分
～
三
十
五
分

　
　
農
協
南
支
所

●
十
時
四
十
分
～
五
十
分

　
　
板
井
小
林
商
店
前

●
十
一
時
～
十
分

　
　
三
本
あ
づ
ま
や
前

●
十
一
時
十
五
分
～
二
十
五
分

　
　
農
協
本
所

●
十
一
時
三
十
分
～
四
十
分

　
　
御
正
新
田
中
島
商
店
東

●
十
一
時
五
十
分
～
正
午

　
　
江
南
町
役
場

■
問
い
合
せ

　
　
役
場
・
住
民
課
（
内
線
二
四
）

等
お
世
話
く
だ
さ
る
家
庭
を
探
し
て
い

ま
す
。
本
町
に
あ
る
県
立
畜
産
試
験
場

で
研
修
す
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
共
和
国
の
ロ

イ
・
ヴ
ァ
カ
ラ
レ
ス
・
セ
レ
ー
ニ
ア
さ

ん
（
三
十
歳
、
男
性
）
の
宿
泊
先
と
な

っ
て
下
さ
る
家
庭
が
あ
り
ま
し
た
ら
次

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

田
連
絡
先

　
埼
玉
県
旅
券
外
事
課
盈
〇
四
八
八
－

二
四
ー
二
一
二
　
（
内
線
二
三
三
五
）

こ
で
保
健
婦
の
仕
事
が
出
来
ま
す
こ
と

を
、
大
変
幸
せ
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
家
庭
訪
問
や
健
康
相
談
、
お
子
様
の

健
診
、
又
住
民
検
診
で
皆
様
方
に
お
逢

い
す
る
と
思
い
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。
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　新年度になり、教職員等に次のとおり異動がありました。また、住民と行
政を結ぶパイプ役としてご苦労いただいております各字区長さんにも交替が
ありましたのでお知らせします。

　　　　糞華叢塾き難藤熱塾、暴藝塾鞭…．
人事異動
　〔敬称略〕

〉南　小

　教　　諭　清水　邦子　藤沢小
　教　　諭　高橋　栄子　花園小
　養護教諭　高崎あい子　上尾東中
　事　　務　奥野　里美　鉢形小
〉北　小
　校　　長　塚本　正雄　成田小教頭

　教　諭田島正子加須水深小
　教諭市川栄子大井西原小
　教　諭飯田明彦男会小
　講師大野裕史
レ江南中

　教　諭市川良一三尻中
　教諭千葉久美子妻沼西中
　教　　諭　寺沢　　剛　新採用
　養護教諭　冨田　典子　江南南小

　事務植松修小島中

〉南　小

　教　諭平山光子退職
　教諭馬場由美子川本南小
　養護教諭　冨田　典子　江南中

　事務吉野香退職〉北　小
　校　　長　木部　殖夫　寄居小校長

　教　諭安斉喜幸退職
　教　　諭　橋本　耕作　男会中

　教諭宮田淳子花園中
　教　諭大島弘美八基小
〉江南中

　教　　諭　森野　清次　鉢形小教頭

　事務森みと子大里中
　講師木村光子退職

◇

）

　
　
　
（
前
任
者
）

御
正
新
田

　
関
谷
貞
六
（
根
岸
義
一
）

野
原

　
宅
森
　
清
次
（
水
野
　
光
好
）

小
江
川

　
大
久
保
総
一
（
寺
山
　
寛
一
）

板
井

　
　
富
岡
　
賢
久
（
吉
野
　
　
広
）

　
　
　
（
　
）
は
前
職

●
　
退
職

　
　
　
　
（
3
月
3
1
日
付
）

○
教
育
長
　
小
島
孫
一

〇
同
和
対
策
室
室
長
　
富
岡
賢
久

○
保
育
所
長
　
小
柴
捷
子

●
　
昇
格

　
　
　
　
（
4
月
－
日
付
）

○
住
民
課
補
佐
　
高
柳
八
重
子
（
出
納

室
主
事
）

○
税
務
課
補
佐
　
笠
原
恵
代
（
同
主
事
）

●
　
異
動

　
　
　
　
（
4
月
－
日
付
）

○
教
育
長
細
井
多

○
吉
岡
中
教
頭
　
横
山
舜
一
（
派
遣
教

育
主
事
）

○
総
務
課

　
補
佐
　
島
山
邦
久
（
水
道
課
補
佐
）

　
主
事
　
吉
田
克
己
（
建
設
課
）

　
主
事
補
　
高
橋
近
男
（
新
採
用
）

o
住
民
課

　
保
育
所
長
　
市
川
マ
ツ
三
同
補
佐
）

　
保
健
婦
　
関
口
千
代
子
（
県
派
遣
）

　
主
事
　
吉
田
千
恵
子
（
産
業
課
）

　
主
事
　
野
本
　
誠
（
総
務
課
）

○
税
務
課

　
主
事
　
鹿
庭
吉
彦
（
住
民
課
）

○
産
業
課

　
主
事
　
小
林
佐
智
子
（
住
民
課
）

○
土
地
改
良
課

　
主
事
補
　
舟
橋
勝
利
（
新
採
用
）

○
建
設
課

　
主
事
　
宅
森
知
克
（
土
地
改
良
課
）

o
水
道
課

　
補
佐
　
宇
治
川
栄
一
（
土
地
改
良

　
課
補
佐
）

　
主
事
　
宮
根
喜
代
子
（
土
地
改
良

　
課
）

○
同
和
対
策
室

　
室
長
心
得
　
馬
場
　
宏
（
税
務
課

　
補
佐
）

○
出
納
室

　
主
事
　
吉
田
照
子
（
総
務
課
）

お
誕
生
お
め
で
と
う

　
　
　
　
　
（
噸
隠
巻

　
〔
三
月
・
四
月
中
届
出
〕

三
本
　
水
野
智
恵
子
長
女
（
薫
）

　
ぺ
き
ノ
ノ

㌧
↓

　
　
　
　
　
、

　
永
倉
理
恵
子
　
長
女
（
　
久
　
）

　
萩
原
　
沙
織
　
二
女
（
孝
　
二
）

樋
春

　
黒
政
　
知
也
　
四
男
（
一
　
夫
）

御
正
新
田

　
橋
本
　
寛
子
　
長
女
（
勝
　
美
）

　
折
川
　
邦
拓
　
二
男
（
好
　
一
）

押
切
　
笛
木

　
板
垣

　
野
口

　
早
川

　
関
口

上
新
田

洋愛直竜
忍一美美雄

　
塚
里
采
穂
美

成
沢
　
水
野
昌
祥

小
江
川

　
鈴
木
真
奈
美

　
中
村
友
子

　
野
口
綾
子

千
代
　
金
子
麻
美

　
大
谷
恵
理

板野

二
男
（
茂
　
夫
）

長
女
（
政
弘
）

長
女
（
崇
）

長
男
（
定
　
明
）

長
女
（
義
雄
）

長
女
（
正
直
）

二
男
（
勝
）

長
女
（
昭
）

長
女
（
安
夫
）

長
女
（
聡
）

　
　
　
　
　
長
女
（
繁
二
）

　
　
　
　
　
長
女
（
繁
太
郎
）

井関
口
　
遥
香
　
三
女
（
｝
　
郎
）

原新
井
め
ぐ
み
　
長
女
（
　
茂
　
）

権
田
　
智
洋
　
二
男
（
盛
　
二
）

服
部
美
有
企
　
長
女
（
　
清
　
）




